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人文研究大灰市立大学大学院文学研究科紀要

第60巻2009年３月110頁-124頁
研究論文

ポーア戦争における兵士像

一表出するく異質なもの〉－

田中孝信

イギリスの帝国主義的野心によって始まった第２次ポーア戦争（1899-1902）は、イギリ

ス側の当初の予想に反して長期化の様相を呈する。政府は戦争を遂行するために世論を味方

につけなければならなかった。それに大きく貢献したものの－つが「戦争もの」と呼ばれる

大衆文学である。実際の軍隊が提供できない英雄と勝利の物語を大衆に期待されたそれらに

は、理想の兵士像や国家像が描き込まれる。本論では特に、これまであまり顧みられなかっ

たドキュメンタリー・タッチの作品に焦点を当て、その主人公に据えられた「トミー・アト

キンズ」像を分析した。

結果として明らかになったのは、その像が孕む異質性だ。勇猛果敢で母国への忠誠心に溢

れる陸軍兵卒は、将校への不満を通して社会の階級的緊張を示唆し、肉体的に退化し道徳的

に堕落した現実のフーリガンと結びつく。軍隊はフーリガンを更生する役割を担う一方で、

フェアプレーの精神というカモフラージュのもと、将校も兵卒もともにフーリガンと同じく

残忍性を示す。既成事実化していたイギリス人とボーア人の優劣、軍隊内の秩序、文明と野

蛮といったものの境界の流動化という問題が生じる。ポーア戦争は、それらの問題が今にも

噴出せんとするイギリス史上初めての戦争だったのである。しかし、従来の言説に生じた亀

裂は「健全な臣民」育成の大合唱によって覆い隠され､社会は「異質な要素」を孕んだまま、

悲惨な第一次大戦へと突き進んで行くのである。

はじめに－新聞、広告、「戦争もの」

1899年１０月１１日にポーア〔ブール〕側の宣戦布告によって始まった戦争は、イギリスの

予想に反して長期化の様相を呈することになる。当初、イギリス国民は誰しも、戦争がクリス

マスまでに終わるだろうと高をくくっていた。ところが、オランダ語ブールの原義が「百姓」

という意味を持つことから、「百姓軍」と蔑んでいたポーア民兵＝コマンドを相手にイギリス
ブラック・ウイーク

軍は苦戦する。特Iこ1899年１２月中旬のナタール戦線における連戦連敗は、「暗黒週間」とし

てポーア戦争史に記録されている。ようやく1902年５月３１日に講和の日を迎えるわけだが、

1815年から１９１４年までに起こった戦争のうちで、これほどイギリスにとって屈辱的な戦争は

なかったのである。

イギリス政府は、この帝国主義的野心に基づく戦争を遂行するために、世論を味方につけね
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ぱならなかった。それに大きく貢献したものの－つが新聞である。「マフェキングの祝典」に

象徴される、国民一体となった愛国心の発揚は、帝国主義と結びついたマスメディアの為した

業だった。戦争反対を唱える『ウェストミンスターガゼット」（WiestmmsterG〔zzette）や「マ

ンチェスター･ガーディアン」（MmLcheste7GzJQ7djaJz）などごく一部を除いて、「タイムズ」（Z1he

zYmes）やニュー・ジャーナリズムの「デイリー・メイル」のqjlyMtziJ）といった大多数の

高級紙や大衆紙が扇動した戦争推進の世論は、政府の植民地政策や戦争方針を大いに助けるこ

とになった。日刊新聞だけではない。週刊挿絵入り新聞もまた大きな役割を担った。1842年

に「イラストレイティッド・ロンドン・ニューズ」（IJmst7atedLomJo〃lVbLus）が創刊されて

以来、主たる週刊挿絵入り新聞としては、1869年に「グラフィック」（GmPhjc）が、そして

'891年に「ブラック．アンド･ホワイト」（BJQcABQJLdW7Lite）が創刊されただけだった。だが、

戦争が商売になることを如実に物語るように、1900年１月２７日に『スフイアー」（SpAe7e）が、

その２日前には「スピアー」（SpeQr）が創刊される。また、絵ではなく写真のみを掲載した『キ

ング」（Kmg）も1900年１月５日に創刊された。これら６ペンスの週刊挿絵入り新聞は、多

くの人々がイメージに飢えていた時代に、ポーア戦争の現場のスケッチや写真、それにロンド

ン本社のお抱え画家が戦場の雰囲気を想像しながら描いた戦争画でもって、主たる読者であっ

た中産階級の人々の飽<なき好奇心を満足させたのだった。そうすることで、陸軍省の失敗を

しばしば批判しながらも、愛国心を鼓舞し、政府の戦争政策を支持する方向に人々を導いたの

である。

企業は、ポーア戦争への国民の関心の高まりを背景に、商品の販路を拡大するために戦争を

利用した。結果として、商品広告もまた戦争遂行の機運を盛り上げることになる。商品と国家

との友好関係を背景に、広告には商品の売上げを伸ばすために、兵士が頻繁に登場した。兵士

によって使用される商品は、自ずと健全さや活力といった男らしさのイメージと結びつき、そ

の商品を使えば、本国にいる誰でもが戦場の兵士と同じような望ましい性質を身につけること

ができるというわけである。例えば、キャドベリーがココアの広告で、自信に満ちた攻撃的で

さえある男性のセクシユアリティを強調したり、元気旺盛な若いスポーツマンを用いたように、

ドクター･ティブルズのヴァイーココア（Vi-cocoa）の広告は、その名前が喚起する活力（vitaUty）

を兵士像に重ね合わせる〔図１．２．３〕。「ゴードン・ハイランド旅団兵とドクター・テイブル

ズのヴァイーココア、「彼はヴァイーココアを存分に楽しむ｣」と題された広告には、周囲に振

り注ぐ砲弾に何ら傷つくこともなく突撃するハイランド旅団兵が描かれ、エランドスラーフテ

の戦闘で負傷した軍曹に「力を培う」ヴァイーココアを送った市民の手紙が添えられている。

さらに、ヴァイーココアは「栄養と活力が詰まったもの」であり、「より忍耐強くたゆまぬ努

力でもって日々の競争と戦いに立ち向かおうとする全ての人」のために作られていると説明さ

れる。ヴァイーココアによって兵士は戦争の苦難を易々と潜り抜けることができる。同様に消

費者も、ヴァイーココアを飲めば活力を得て、生活上の困難に耐え抜くことができるというわ
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ボーア汲争における矢士像

けである。兵士の世界と市民の世界が、勇猛果敢な兵士の姿を通して結びつくのである。事実、

兵士像は、「絵の具からタバコに至る」'）あらゆるものの売上げを促進したのだった。

このような理想の兵士像がポーア戦争の時期になぜ盛んに用いられたのかという点は、単

に戦争という狭いコンテクストよりはむしろ1890年代というコンテクストのなかで捉えられ

ねばならない。この時期、都市の無制限の拡大に伴う公衆衛生の問題に加えて、「新しい女」

の登場とデカダンスが、大きな社会的・文化的不安として浮上する。こうした状況下で、兵

士像は、強さ、健康、若さとますます結びつくようになる。ギッシング（GeorgeGissing

l857-1903）の小説『渦」（T1heWhi7JpooJ,1897）に描き込まれた都市の女`性化現象のなかで、

去勢されてゆく雄々しいヒュー・カーナビー（HughCarnaby）は、未開の地への憧れを抱く。

異国の地で無骨なまでに揺るぎない男らしさを体現する兵士像には、ヒューが望むような征服

者と冒険家のイメージが重ね合わされ、帝国への好戦的なまでの愛国主義を人々の胸に喚起す

るのである。兵士は、「女々しい」モダニズムが引き起こした家父長制の価値観の危機に対す

る解毒剤と信じられたのである。

広告に見られた理想の兵士像は、少年文学、教科書、「戦争もの」にも登場する。「暗黒週間」

にイギリス軍が手痛い敗北を帰したとき、「出版社は、誰も戦争を扱った本以外読まないと不

平を言った。大衆の気持ちを知る手がかりは、勝利がずいぶんと長い間引き延ばされていると

いう失望感だった｣2）という反応が起こる。イギリス人の崇高さを再確認するはずの戦争が、

逆にその脆弱さを世界に知らしめてしまったのである。国民は、軍隊が提供できない英雄と勝

利の物語を「戦争もの」に期待した。作家や出版社は期待に応えて、南アフリカで戦う兵士の

優秀さをさまざまなレトリックを駆使して伝えることで、歴史のなかに虚構の人物像を作り

上げる。その意味で「戦争もの」は、政府の戦争遂行政策に寄与するとともに、国民が渇望し

た願望充足の手段でもあったのだ。

本論では、まず最初に、「戦争もの」のなかでもこれまでほとんど顧みられなかったドキュ

メンタリー・タッチの作品を取り上げてみたい。なぜならそこには、「戦争もの」に描かれた

兵士像に共通する特徴がより直接的な形で提示されているからである。作品の分析を通して、

どのような兵士像が提示されているか、その像が孕む問題点は何かを探ってゆく。そして、そ

れを足がかりに、現実の兵士と軍隊との関係について考察し、その観点からポーア戦争の帯び

る意義を明らかにする。

１ジェイムズ・ミルン「アトキンズの書簡」

ポーア戦争の時期に書かれたドキュメンタリーのなかには、「ポーア戦争のロマンス」（Z1he

Romα"CCC/ｔｈｅＢｏｅ７Ｗｂ7,1901）のように新聞記事や逸話をもっぱら利用したものや、主人

公に「トミー･アトキンズ」の愛称でもって呼ばれていた労働者階級出身の陸軍兵卒を据えて、
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戦争や軍隊生活を記録したものがある。例えば､キャラム･ベグ(CallumBeg)の｢銃後のトミー・

アトキンズ」（Ａ２Ｈｂｍｅｕ）ｉｔ/ＺＴ１０ｍｍ)'Ａｔｈｍｓ,1901）は、イギリス国内での兵士の生活を事細

かに描き、その生活が兵士に戦場で必要な愛国心、忠誠心、勇気といった価値をどのようにし

て植えつけたかを述べている。それらはともに単なる記録にとどまらず、読者向けに戦争を作

り上げる。

ジェイムズ・ミルン（JamesMilne,1865-1951）の「アトキンズの書簡」（T1heEpjstleso／

At腕"8,1902）もそうだ。これは、兵士たちが故国に宛てて実際に出した多くの手紙と、彼ら

の戦争体験を表わそうとする作者の介入とから成る。ミルンは自作を始めるに際して、「ここ

ではイギリス兵卒が、現実に自分が体験した軍務を語っている｣､3)それゆえ本文に含まれてい

るのは一人称の記録である、と述べている。しかし実際は、現実が潤色され、ミルン自身のメ

タファーが氾濫している。まず、出だしの一節が全体の調子を定める。

丘の上には常に明かりが灯っている。それは、モーゼル小銃やリーーメトフォード銃が

放つ怒りに満ちた閃光では隠すことのできない明かりなのである｡我々はその輝きを兵卒

の手紙のなかに見てゆく。それらは、南アフリカ戦争という新たな大きな戦いが起こった

とき、感受性の強い兵卒によって書かれたものである。（７）

続く各章でメタファーは増殖し､アトキンズの勇気ある行為が強調される。彼は「若きオーク」

(203)、「無骨なサムソン」（204）であり、神性まで帯びる。

「あごひげを蓄えた立派な戦士たちが、死をもろともせず、山を駆け上がって行く様を

見ることは、平凡な日常生活の10年分にも値する。戦いの瞬間、これらの男たちは何か

神にも似た存在となり、顔は鋼のごとく変化し、「運命」そのもののようですらある｡」（50）

クリミア戦争で「セヴァストポーリ要塞を眼前に麺壕のなかで頑張るイギリス爪勇士たちを模

倣して｣４１以降､あごひげは、イギリス社会ではいずれの階級を問わず男らしさの代名詞となっ

た。それをつけた勇敢なイギリス兵士は、比瞼的表現によって超絶した存在となり、神に変化

する。

アトキンズの巧みな言葉過いにも[1を向ける必要がある。「アトキンズは生き生きとした文

や酒落た繍句を生み出す名人であり、爆発して文学的な柵散り1ilの破片となる」（17）し、「自分

自身の言葉で植民地のあらゆるものを言い換えたい」（20）という願望を持っている。ある山

には「スズめっきの鋲とタマネギ」（21）という紳名がつけられ、ボーア人の弾丸はトランス

ヴァール共和国大統領クリューガー(PaulKruger,1825-1904;在職l883-l900)の名を取って｢ク

リューガーの丸薬」（22）と呼ばれる。アトキンズの言語と価値観は明らかに皮肉なユーモア
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によって形作られたものである。ミルンは、兵卒のこのようなユーモアは表面に浮かぶ「きれ

いな泡」に過ぎず、その下には「落胆の深淵」（168）が隠されていると見なす。皮肉と冗談に

よってアトキンズは、絶望と不安という、声に出すのが男らしくない、兵士らしくないものを

隠すのである。

理想の兵士像を追うあまり一般市民との間に距離が生じないようにするために、また、海外

での戦争と本国とのつながりを保持するためにミルンは、家庭こそが霊感の源であり、アトキ

ンズが戦うのは家族のためなのだとたえず読者に主張する。

我々は次のような一節に出会う。「おまえのために、そして私たちのかわいい子のために、

私はできるだけ気をつけるつもりだ。しかし、同時に女王陛下と国家のために自らの責務

を果たすつもりでもいる｡」家族の絆と国家への忠誠が一つとなる教理問答よりよきもの

があるだろうか？二つはともに愛国心を表わす要素であり、兵士の家庭は国への表玄関

なのである。（29）

家族愛と国への忠誠心を同等の価値を持ったものだと訴えているのである。家族を守ること

は、国家の利益を守ることにつながるというわけである。

ミルンは、「お母さん」という「愛しい言葉がしばしば傷ついた兵士の口に上る」（98）とき、

そこに神聖さを読み取り、兵士が英雄的資質を備えているのみか「,､優しい騎士」（174）の役

割をも担っていることの証しとする。そして、兵士の心のなかで、戦場と家庭とをつなぐ中心

的な女性像が、女王である。彼女は、全ての兵士にとっての原型的な母親像として使われる。

威厳を保ちつつ母として振る舞い、王権を守る彼らを皆､息子として抱くのである。ミルンは、

彼女からのチョコレートの蛸り物〔図４〕に対する兵士の反応を、次のように記している。

健康な兵士にとって、そのチョコレートは霊感を与えてくれるものだが、傷ついたり病に

倒れた兵士にとっては､神聖なものである。言わば母なる女王陛下が彼のベッドを見舞っ

てくれたに等しく、そのお言葉は、家庭・愛・国家といった真と善を備えた大切なものと

して耳に響く。（174）

もっともポーア側を支援するドイツの漫画にかかれば、クリューガーから厳しく折機される若
ナダ

きイギリス兵'よ、女王からチョコレートを与えられて宥められていることになり、現実のふが

いなさを皮肉られる〔図５〕・

戦争と本国とのつながりは、アトキンズの道徳性を通しても強調される。戦場での体験は、

兵士たちの|Ｈ１に、互いの尊敬と共通の目的とによって結ばれた新たな人間関係を形成する。友

情は敵にまで及ぶ。なぜなら戦う男たちは、「戦争という緋色の大波のなかで、勝利のために
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奮闘しているときでさえ、彼らを共通の兄弟愛のなかにしっかりと組み合わせる糸」（185）で

結ばれているからである。アトキンズが敵に対して抱くこの友情は、自国のために懸命に戦う

敵への尊敬の念といった戦場独特の道徳性から生じたものであり、その基盤は本国で作られた

ものだと見なされる。アトキンズの肉体的強さは、イギリス社会で生み出された、彼の「道徳

的強さ」（85）によって洗練されたものとなる。勇気、義務、道徳性こそが、彼の行動の根本

にあるのだ。

戦場での敵について、これほどまでに寛大に彼が言うことに耳を傾けよ。両親の足元に置

き、彼らに息子を誇りに思わせることになる勲章について、彼が語ることに耳を傾けよ。

彼が母国について、そして自らのより大きな責務について語ることに耳を傾けよ。さすれ

ぱ、彼が進む方向を照らす明かりがどんなものであるか理解できるであろう。（23）

…靱雪ＤＤｍＰ▼泊り亜■▼逗画■陣毎Ｗ強△■は緯必ず庫⑩７，－－錘輔▲￣凹而必ｍＥＬ８

図４肌ｆｓﾉﾝﾖﾉ℃dLo/70℃/7A(g妬２３Dec､1899:８９９

図５FromDavidSmurthwaite,meBberl127〆7agg-7gu2(London:Hamlyn,1999)５２．
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ボーア戦争における矢士像

イギリス人であることの誇り、これが彼のアイデンティティと彼の行動を規定する。彼は国に

とって道徳的に名誉であり、作品中の表現を使えば、まさに「軍服を着た賢人」（８）なのである。

２軍隊が孕む不安定要素

しかし同時に我々は、「アトキンズの瞥簡」に描き込まれた不安定要素にも目を向けねばな

らない。確かにここでも、「戦争もの」に特徴的なパブリック･スクール倫理が、フェアプレー

の精神の尊重という形でアトキンズに付与されている。彼は昔ながらの銃剣を用いた戦いを好

む。だが、この戦争が敵の姿すら見えない「現代戦」（128）であることにも気づいている。特

に「暗黒週間」に起こったスピオン・コプの戦いを、ある騎兵は「屠殺場以上だ」（137）と歩

兵に語るが、それに続けてミルンは以下のように述べる。

その言葉が発せられるやいなや、砲弾が語り手のそばにドシンと落ちて、彼の頭は吹き飛

んだ。捻じ曲がった体は人間のものとは思えなかった。その光景だけでも、スピオン・コ

プを赤く染まったものとして、歩兵が残りの人生ずっと記憶にとどめるのに十分だった。

たくさんの恐怖を与えられても、我々は忘れるかもしれない。しかし、我々自身が悲劇に

巻き込まれた場合、我々の魂に付着した染料が色あせることはない。（137）

これは、挿絵入り新聞がスピオン・コプの戦いを朝食の席に相応しいような倭小化したイメー

ジにして提供したのに対して、ウィンストン・チャーチル（WinstonChurchilLl8741965）が

現実を正確に「砲弾に打ち砕かれ、身体がばらばらになった死傷者が頂上には散らばり、血な

まぐさい吐き気を催すような混乱状態を呈していた｣5)と描き出しているのに近い。ミルンは、

戦争の早期終結を祈る兵士の手紙を導入しつつ、戦争の悲惨さを読者に訴えるのである。

それは、こうした事態を招いた将校に対する兵卒の不信感として表現されてくる。数の上で

圧倒的に少ない敵を前に退却を繰り返す将校たちの資質不足という事実を無視することはでき

ない。Ｗ・Ｅ・ケアンズ（WilliamElliottCairnes,1862-1906）のような改革論者には、将校の

数が多過ぎ、軍隊は「富裕層が余暇を過ごすための優雅な職業を提供するだけの組織｣`）になっ

てしまっていると思えた。そうした批判を反映して、「アトキンズの書簡」には将校批判が描

き込まれるのである。将校に対する忠誠心が強調される一方で、ある兵卒は、将校たちを「全

員、名誉が欲しくてたまらない輩」（20）と呼び、別の兵士は、大佐の「君たち自身のために、

決して消えることのない名声」を確立せよという演説を､「代価は､実に、とてつもなく高くつく」

(144）と皮肉る。ロンドンの下町出身の兵士が、「さあ始めようぜ。やられりや、勲章の一つ

でも、それか、聖ジョージ救貧院の許可証か、どっちかもらえるだろうよ」（130）と言うとき、

英雄神話そのものに対する幻滅すら窺える。熱狂的なまでの愛国心、感傷主義、素朴なキリス
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田中孝億

ト教信仰といった要素を帯び、その道徳性と肉体的強靭さが強調された、国家の危機に際して

女王陛下に忠実な、理想の兵士像が提唱される反面、社会の階級的緊張や反目が示唆されてい

るのである。

３フーリガンの恐怖

軍隊が、アングロ・サクソン民族の男らしさの象徴となるべき潜在的なアトキンズたちを、

理想像を根底から破壊するフーリガンの温床たる労働者階級に依存していることを考えれば、

そうした緊張や反目は一挙に現実味を帯びる。この道徳的に堕落し肉体的に退化した若者たち

の存在は、大英帝国の将来にとって決して縁起のよいものではなかった。ロバート・プキヤナ

ン（RobertBuchanan,1841-1901）は、1899年１２月に「現代評論」（Cb"tempomXyReutem）

に掲載された「フーリガンの声」のなかで、「トミー・アトキンズ」を帝国の威厳を艇める

｢フーリガン」だと真っ向から批判し、アトキンズを賛美するキプリング（RudyardKipling，

1865-1936）の「兵舎のバラッド」（ＢｍｍｃｈＲｏｏｍＢａＪＪａｄｓ,1892）を「言わば完全な野蛮状態

へと向かう大きな逆波｣7)の一部だと厳しく弾劾した。まさにフーリガンは、混沌をもたらす

内なる「外国人」だったのである。

特にフーリガンが徒党を組んだ場合、彼らに対する外部の人間の恐怖はいや増す。彼らは、

｢タイムズ」が述べるように、「あまりに大人数で行動するため、一人の警官では対処でき

な｣8)かつた。彼らを記述するのに軍隊のイメージが用いられ、組織化された戦闘集団として

提示される。ウオルター･ビザント（WalterBesant,1836-1901）は『イースト・ロンドン」（East

Lo7zdo",1901）のなかで、ケーブル街の少年たちを「小さな連隊｣,）と呼ぶ。各ギャング集団は、

｢ベルベット帽ギャング」とか「デイック・タービン・ギャング」といつたふうに自ら命名し、

自分たちのアイデンティティを確立した｡'０)これは、兵士たちが自分たちの属する部隊に誇り

を持つのと似ている。権威、特に警察に不信感を抱き反抗するフーリガンたちは、縄張りに執

着し、そこに入るものには誰であろうとも襲いかかった。

少年たちは集まって通りを占拠する。もし誰かがそこを通り抜けようとでもしようものな

ら、彼らはその人物に襲いかかり、殴り倒し、頭をさんざん蹴り、盗みを働く……少年た

ちは通りを占拠しているのが自慢なのだ｡､）

また、クラレンス・ルック（ClarenceRook,1862-1915）の「フーリガンの夜』（Z1/beHboJjgmL

lVightal899）に描かれた敵への攻撃は、軍事的正確さでもって計画されているかのようであ

る。12）
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ポーア戦争における矢士橡

４更生施設としての軍隊

集団としてのフーリガンたちの行動を説明するために軍隊のイメージが用いられたのなら

ば、彼らを更生させる手段として提唱されたのは正規の軍隊での生活だった。フーリガンの入

隊が大英帝国の将来に暗雲を投げかけるものとして危倶された一方で、軍隊の帯びる道徳的価

値が力説されたのである。頻繁に軍事問題について『ブラックウッズ」（BJaC虎Ⅸ)oodlSMtJgとz‐

ごｍｅ）に寄稿していたヘンリー・ノウルズ（HenryKnollys）大佐は、1896年２月の「イギリ

ス士官と兵士一将来の姿」という記事のなかで、飲酒等の個人的問題への軍隊の管理がより高

い道徳性を備えた兵士を作り出すと主張する。

イギリスの兵士は応召されると、それまでの生活様式や思考習`慣とはまったく異なる高尚

な世界に、突然引き上げられる。彼は以前のように日々の糧をどうして得ようかとさもし

い心配事に煩わされることもなく、病気、不正、市民社会での職業が帯びる不安定ゆえの

不安感からも解放される。軍隊には、でたらめな無秩序の代わりに、組織立った規則性が

あるのだ。衣服や態度には自尊心がみなぎり、この素晴らしい世界を旅することで、知性

も磨かれるのである｡'3）

新兵は、軍隊に全面的に面倒を見てもらうことで、道徳的に高められる。自由はなくなるが、

それすら肯定的に捉えられる。なぜなら社会生活を営んでいたとき、自由は彼に失敗をもたら

しただけだったからである｡軍隊こそは、良き市民性の模範として重要な役割を担う、一つの

完壁な「社会」なのである。そこで膜けられ、自律できる人間に生まれ変わった後、役に立つ

市民として社会に送り返されることになる。

ボディービルの専門家ユージーン・サンドー（EugenSandow,1867-1925）もまた、貧困と

社会問題との相関関係や、その改善策としての軍隊の効用をはっきりと認識していた。彼は

フーリガンを「誤った方向に勇気を出してしまった単なる犠牲者に過ぎない」と判断し、「飢

えて、精神的糧もほとんどなく、……何らの道徳的制御も働くことのない原始的野蛮さゆえに、

彼は力ずくで欲しい物を手に入れようとする」と主張した。サンドーによれば、軍事教練がフー

リガンを「本当の理想の兵士に、少なからず英雄に、……最高の開拓者や植民者｣M)に変える

のである。

いやそれどころか、批評家のなかには、フーリガンにはもともと「理想の兵士」になるため

の素質が備わっていると主張する者もいた。フーリガンの繩張り意識、戦闘能力、頑固さは、

まさに帝国を守る者に要求される性質なのである。確かにこうした性質は秩序の破壊につなが

るものだったが、戦争という非日常体験においては、同時に英雄的資質ともなり、フーリガン

を帝国の神話の一部に押し上げたのである。この考えに従えば、フーリガニズムは単に、「タ
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イムズ」の言葉を使えば、「高尚な精神の捌け口｣'５１を必要としている抑圧されたエネルギー

の徴候に過ぎない。フーリガンは社会ののけ者などでは決してなく、兵士の卵と言える存在な

のである。

５フーリガンと龍隊の類似性

しかし、フーリガンの性質を耶隊に必須のものと見なすことは、軍隊がその肯定的価値とは

裏腹に野蛮性を帯びていることを認めてしまうことになる。ノウルズは、「自律できる人間」

への変化を助けるfl[隊の要素の－．つとして、パブリック・スクールで称揚された、スポーツ競

技の「チーム精神」を挙げた。兵士は、軍隊という勝利の責務を負ったチームの一員であり、

戦うスポーツマンなのである。道徳的勇敢さを得る最善の方法は、実際の戦いという競技の場

で肉体的勇敢さを身につけることなのだ｡道徳問題はスポーツのイメージに置き換えられ、「戦

争もの」では、ポーア側のゲリラ戦術はフェアプレーの精神に反するものとして非難された。

だが、こうした姿勢は、現実の戦争の残忍性を、役割演技の安全な世界に移し変えることに

よって隠蔽しているに過ぎない。実際、イギリス兵自身のフェアプレーの精神も見せかけに過

ぎなかった。ミルンは、liif争では「畜生と天使が同居し得る」（91）と述べるに際して、ある

兵士の「ああ、素晴らしかったじゃないか１本当に！僕の銃剣は赤く染まったんだ！こ

れまでで最高に楽しいことだった」（90）という戦場での殺戦に享楽的な快感を覚える声を引

用している。ミルン自身、アトキンズを英雄として描き出す一方で、プキャナンが批判したよ

うなアトキンズの野蛮性に気づいていたことが窺える。また０Ｆ．Ｇ・マスターマン（Charles

FrederickGumeyMasterman,1874-1927）は、「『フェアプレー」の本能を、ロンドンの通り

での戦闘で自然に獲得するのは不可能だ。拳固と歯であっという間に始まった戦いは、南ア

フリカの戦争のように、博愛主義に基づいて手加減しようなんて気持ちを吹き飛ばしてしま

う｣１６１と述べて、フーリガンの喧嘩っ早さとポーア戦争の根底にある好戦性とのつながりを示

唆する。

このような残忍さは、兵卒のみならず将校にも共通して見られるものである。それを鋭く

見抜いた』.Ａ・ホプスン（JohnAtkinsonHobsonl858-l940）は、「帝国主義一一つの研

究」（ImperiaJismJAS2udy,1902）のなかで、ベイデンーポウエル（RobertBaden-Powell’

1857-1941）の「フットボールは面白いゲームだ。しかしそれ以上に、いやどんなゲームより

も面白いのが、人ｌ１ｌｉ狩りというゲームだ｣'7)という発言を批判的に引用している。戦争反対を

唱える、イギリス最初のマルクス主義団体、社会民主連盟の機関紙『正義」（ビルstice）は、軍

隊は、「海賊と追剥の倫理」に基づく、イートン校出身者の階層組織に由来すると述べている。

将校はフーリガン的倫理を持った悪党一味のリーダーであり、名誉という慣例化したコードに

よって守られているに過ぎないというのである。「正義」は、「タイムズ」に載った将校の手紙
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ボーア戦争における兵士仮

を引用する。

敵を駆逐した後、我々の騎兵大隊の一つ（私のではないが）は、その後を追い、たそがれ

時には敵のなかに切り込んだ。そしてもっとも見事なイノシシ狩りが約１０分間続いたの

だ。収穫は６０ほどになった。我々のうちの一人は、二人のボーア人が一頭の馬に乗って

逃げるのを目にしたので、槍で二人まとめて突き、一盤で両方をやっつけたのだった。も

し暗くなってこなかったなら、もっと多くの敵を殺すことができただろう｡'8）

フーリガンの対極に位置すると思われていた将校が、フーリガンと本質的に同じだということ

になる。「正義」はフーリガンのイメージを労働者階級から切り離し、それを支配階級に置き

換えようとしたわけだが、結果として、軍隊全体がフーリガン的特質を帯びている可能性が出

てくることになる。

むすび－揺らぐ境界

『アトキンズの書簡」のようなドキュメンタリー・タッチの作品に具現された、勇猛果敢で

母国への忠誠心に溢れる「トミー･アトキンズ」像を通して、国民は戦争遂行へと扇動された。

しかし、その像も国家にとって危険な転覆エネルギーを孕む。戦争は、当初の予想に反してボー

ア人の頑強な抵抗に直面して長期化する。国民の熱狂的支持と自治領からの増援軍派遣を受け

てようやくイギリス側の優位が確定する。だがポーア側は、ゲリラ戦に転換して執勧に抵抗を

続ける。１９世紀、貧弱な武器しか持たない異人種に対する植民地戦争に次々と勝利した帝国

主義国家は、９分の１の規模の、それも退化論者が「先祖返りしたヨーロッパ民族」と主張す

る白人軍を打ち負かすのに約３年を要したのだ。それまで、中産階級がイギリス軍の優越性に

不安を抱いたとしても、その不安は、ステレオタイプ的な英雄、通常は将軍の、軍事能力とい

うよりはむしろ、誇張された勇気や武勇伝から成る公的イメージによって静められてきた。し

かし、この方法も、名誉ある死よりもヒットエンドラン戦法を好む、組織化された完全武装の

ゲリラ相手ではそう簡単には効果を発揮しなくなる。それもポーア兵は純粋な意味で兵士では

なく民兵であり、市民と兵士のアイデンティティは暖昧となる。圧倒的な軍事力によってすば

やく勝利するというイギリス側のシナリオが崩れたとき、もし訓練を受けた兵士が市民を打ち

負かすことができないのなら、軍隊の存在意義自体が問われかねない。ポーア戦争は、トマス・

パカナムが「１９世紀の軍隊が２０世紀の戦争を戦わねばならなかった｣'９)と言うところの新し

い種類の戦争なのである。そうした新しい事態を反映して、戦争の悲惨さや無能な将校に対す

る兵卒の不満が「アトキンズの書簡」に描き込まれるのである。

その不満は、現実の兵士が、肉体的に退化し道徳的に堕落したフーリガン像と結びつくとき、
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